






























細 見  和 志
総合政策学部長
あれから20年がたち、総合政策学部も総合政策学科、メディア情報学科、都市政策学科、国際政策学
科という4つの学科を擁する学部へと発展しました。学生と教員の数も倍になり、創設時からは比べ物
にならないほどの大所帯に成長したのです。学科を4つに分けたことは、総合政策学部の特色を学外に
発信する上で大きな効果がありました。総合政策学部　総合政策学科だけでは、一見しただけで学部の
教育研究の中身が全く見えないのです。4つの学科は、それぞれ、政策課題の領域を示しています。既
存の学部のように、学問分野で学科を分けるのではなく、政策課題によって分けることで、総合政策学
部の特色を今までより明確に示すことができたと思います。また、学部の研究紀要「総合政策研究」もこ
の号で50号になり、ここに掲載された数々の諸論文は、この20年の間に様々な研究者が積み重ねてきた
「総合政策」的研究の成果です。
創設時には数少なかった「総合政策学部」ですが、今では、多くの大学に「政策系」学部が存在していま
す。「政策系」学部は、今日では、すでにある一定の知名度と評価を得たと言ってもいいでしょう。「政
策系」学部といっても、関西学院大学総合政策学部のように、幅広い学問分野の教員をそろえ、教養教
育的な側面を強く前面に出して、学際的な政策研究あるいは教育を行う学部もあれば、どちらかという
と、法学部・経済学部の教員を中心にそろえて、より限られた教育目標を掲げて教育を行う学部まで
様々な形があります。いずれにせよ、いまや総合政策学部は、創設当初のように、教員が「総合政策と
は何か？」という根本的な問いをめぐって、毎日、右往左往するようなみっともない事態はなくなった
かに見えます。実際、総合政策学部の卒業生が、すでに学部で教鞭を取るような時代になっています。
しかし、20年という時間が経過した今だからこそ、改めて「総合政策とは何か？」という問いに、自分
の言葉で、自分の身体から出てくる言葉で、答えてみる必要があるのではないでしょうか。学部の社会
的認知度も上がり、4つの学科で足元を固めたとはいえ、それに安心して、創設当時のことを忘れては
なりません。世阿弥の言葉に「初心忘れるべからず」という有名な言葉がありますが、これは、「物事を
始めたころの新鮮な気持ちを思い出せ」という意味ではなく、「初心者のころの稚拙さや不安を思い出し
て、注意を怠るな」という意味だそうです。もちろんその答えがひとつである必要はなく、それぞれの
専門分野に応じた多様な答えがあるはずです。これからは、20歳の大人になった総合政策学部の一員と
して、改めて「総合政策とは何か？」という問いに向き合ってみようと思っています。
